
 

 

 

 

 

第７回地域協働学校運営協議会が開催されましたので、議事の概要をご報告します。 

■日 時   令和６年１２月１０日 １７：００～１８：００ 

■場 所   落合第六小学校 図書室 

■司 会   副校長 

【校長挨拶・学校の取組について】  

１７時には暗い季節となり、今年も残り２０日となりましたが、本日もよろしくお願いいたします。個人的には、手術や

怪我に加え体調不良で大変な２学期となり、副校長はじめ周りには迷惑をかけ申し訳ない状況でした。先日は、

５年生でインフルエンザの流行による学級閉鎖を行いましたが、その後は広がらずに落ち着いています。今週は

展覧会の開催に向けて、学校全体が美術館になるような取り組みが予定されています。オープンスクールとのコ

ラボレーションにより自主的な活動も取り入れ、子どもたちで作り上げていく体験もできています。ぜひ、皆さんも

足を運んでいただき、子どもたちの作品を見ていただきたいと思います。 

【おちろくカタルシカの動画視聴】 

本校６年目となる図工の杉山先生と西澤会長の対談を視聴しました。図工を学ぶ意味から展覧会についてな

ど、興味深い内容となっていました。表現と鑑賞ということに加え、失敗と挑戦の必要性など、図工を通して学ぶ

ことの大切さが伝わりました。 

作品が完成するまでの過程、頑張ったことへの称賛、ぜひ親子で展覧会に来ていただき子どもを褒めて欲しいと

思います。２０日（金）は最終入場１８：３０になっておりますし、ライトアップした様子も見ていただければと思いま

す。鑑賞後には「いいねカード」をたくさん書いていただけると、子どもたちも喜びますのでご協力どうぞよろしくお

願いいたします。 

【代表挨拶】 

展覧会では、子どもたちの頑張りを見ていただければと思います。杉山先生がカタルシカでお話していた「失敗

しながら学んでいく」という図工を学ぶ意味、保護者としても考えさせられました。オープンスクールとのコラボレ

ーションによる取り組みを、ぜひ地域の方にもご覧いただければと思います。 

【意見交換】 

・完成した作品を見てしまうが、出来上がるまでの過程も大切だと知った。 

・ぜひ展覧会を親子で鑑賞して、褒めて欲しいと思った。子どもたちは親に一番褒めて欲しい。 

・縦割りによる、異学年での鑑賞時間があることが、とても良い取り組みだと思う。 

・いいねカードを書き、子どもたちに作品の感想を伝えてあげて欲しい。 

・今年度はゲストティーチャーによる授業が多く開催され、今後は日本体育大学の先生と学生による授業も予定さ

れている。今回は子どもたちだけでなく、教員も指導を受ける予定です。 

・保護者向けに行ったアンケートが半数しか回収されていないが、どのように考えるか。 

 →アプリの導入により、紙媒体からオンラインに移行したが、回収率は下がっている現状である。今後の課題と

して考える必要があるのではないか。 

 →オンラインにより、必ず提出しなければという保護者の関心が薄れてしまった可能性もある。 

【次回の予定】  令和７年１月２１日（火） １６：３０～ 
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